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６－３ 総合的な放課後子どもプラン推進シンポジウム 

 

①開催要項、案内文書 

 
総合的な放課後子どもプラン推進シンポジウム開催要項 

 
テーマ「～期待される放課後子ども教室(｢夢｣と｢自信｣をもたせる教室)のあり方～」 

 

１．概要・目的 
   子どもを取巻く急速な環境変化の中で、特に家庭や地域の子育て機能と教育力の低下が問題

視される一方、放課後の子どもたちが安全で安心して過ごせる活動場所の確保を図ることが課

題とされてきた。すなわち、地域教育力の再生を求める声が高まってきた。 
   これを踏まえて、昨年度から文部科学省と厚生労働省が連携の下、地方公共団体が事業主体

となって、総合的な放課後対策として「放課後子どもプラン推進事業」をスタートさせ、全国

一斉に展開することとなった。 
 当雲南市においては、行政を主体に「雲南市放課後子どもプラン」を開設し、子どもたちが

健やかに育つ環境づくりを家庭・学校・地域が一体となって進めている。 
また、昨年度から文部科学省の調査･研究モデル事業としてスタートした「市内文化体育施設

利用「うんなん元気っ子わくわく教室」は、週末・長期休業を利用した放課後子ども教室とし

て活動している。 
   こうした中で、〔平日型〕放課後子ども教室と〔週末型〕放課後子ども教室の取り組んできた

事業の事例を検証しながら、成果と課題について考え、今後の放課後子ども教室の展望と方向

性を探ってみる目的で、シンポジウムを開催するものです。 
       
２．内容 
 （１）基調講演・・・・６０分 

講師  清國祐二 氏 （香川大学生涯学習教育研究センター長・教授） 
      演題 「放課後子ども教室に求められること」 
（２）事例発表・・・・３０分  

事例１「土･日 休日の放課後子ども教室の取組みについて」 
株式会社キラキラ雲南  企画員 原 恵介 氏   

事例２「地域の特色を生かした放課後子ども教室」 
田井っ子広場      事務局 品川宣子 氏     

                 
（３）インタビュー・ダイアローグ・・・・８０分 

      表題 「平日型と休日型放課後子ども教室の役割と連携」 
               〔コーディネーター〕   

雲南市教育委員会教育長 
〔アドバイザー〕  

香川大学生涯学習研究センター長･教授 
            〔 登 壇 者 〕                  

雲南市学校支援地域本部統括コーディネーター  
田井っ子広場事務局                       
ＰＴＡ連合会会長                                                     
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３．講師プロフィール  
清國祐二 教授 （香川大学生涯学習教育研究センター長） 
大分県国東市生まれ。広島大学教育学部教育学科卒。平成２年から２年間、大分県立別府青

山高等学校で英語教諭をされた後、島根大学教育学部で社会教育学を９年間教える。その後、

英国ランカスター大学客員研究員、香川大学生涯学習研究センター助教授を経て、教授となり、

現在は同センターの所長を併任されている。 
 
４．開催期日・会場 
   日時 ： 平成20年 2月 11日（水・祝）  

午前 8：30～開場 午前 9：00～開会 
【日程】 
8:30  9:00  9:15     10:15        10:45  10:55                     12:15 

受 
付 

開 会

行事 基調講演 事例発表1･2 休 
憩 インタビュー･ダイアローグ 

 
   会場 ： 木次経済文化会館チェリヴァホール 大会議室 
 
５．対象 
   児童･生徒の保護者及び教職員、地域コーディネーター 
   放課後子ども教室関係者（子どもの居場所づくり関係者） 

※その他、一般の皆様の参加もお待ちしております。 
 
６．入場 
   無料 ※申し込みが必要です。 
 
７．主催等 
   主催 雲南市文化施設利用放課後子ども教室実行委員会 

共催 雲南市教育委員会   
   後援 島根県教育委員会 雲南市校長協議会  雲南市ＰＴＡ連合会 

雲南市スポーツ少年団連絡協議会 
 
８．お問い合わせ 
    雲南市加茂町宇治 303 

雲南市加茂文化ホールラメール 
   TEL 0854-49-8500  FAX 0854-49-6200 
    

雲南市木次町里方 55 
   雲南市経済文化会館チェリヴァホール 
   TEL 0854-42-1155  FAX 0854-42-1251 
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平成２１年１月１７日 

うんなん元気っ子わくわく教室 

講師・コーディネーター・ボランティアスタッフの皆様 

  
雲南市文化体育施設利用 
放課後子ども教室実行委員会 
委員長  多 久  博 

 
「総合的な放課後子どもプラン」推進シンポジウムの開催について(ご案内) 

 
新春の候、皆様にはますますご清祥のこととお慶び申し上げます。平素は、雲南市文化体育施設利

用放課後子ども教室の取組みについて、ご理解とご協力をいただき厚く御礼申し上げます。 
さて、雲南市内の文化・体育施設を開放、利用して開設しております放課後子ども教室「うんなん

元気っ子わくわく教室」は、文部科学省の放課後支援モデル事業として２年目を迎えた今年も《学校、

家庭、地域、行政の連携･協力による『夢・自信』をもたせる放課後子ども教室》をコンセプトに、

土・日・祝日において、雲南市内の子どもたちにその特色を活かした様々なプログラムを提供するも

のです。 
その中で皆様方には、子ども達と直接ふれあい指導していただく講師・コーディネーター・ボラン

ティアスタッフとして重要な役割を担っていただき、子ども達が市内文化体育施設や屋外で楽しく学

び遊べる教室づくりにご尽力いただいておりますこと、重ねて御礼申し上げます。 
 こうした中で、本実行委員会では取り組んできた事業の事例を検証しながら、「平日型と週末型放

課後子ども教室の役割と連携」について考え、今後の活動の展望を探ってみる目的で、シンポジウム

を開催いたします。 
つきましては、別紙チラシのとおり開催いたしますので、ご参加いただきますようご案内いたしま

す。 
 

記 
 
１．日 時 平成２１年２月１１日（水･祝）午前９時～午後１２時１５分 
２．場 所 雲南市経済文化会館チェリヴァホール 大会議室 
３．内 容 別紙チラシのとおり  
４．参加方法 別紙チラシ裏面の申込欄にご記入の上、2月 6日（金）までに 

お申し込みください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

雲南市文化体育施設利用放課後子ども教室実行委員会事務局 
 ○雲南市加茂文化ホールラメール 
  雲南市加茂町宇治303 TEL 0854-49-8500 
 ○雲南市経済文化会館チェリヴァホール 

雲南市木次町里方 55  TEL 0854-42-1155 
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～期待される放課後子ども教室(｢夢｣と｢自信｣をもたせる教室)のあり方～ 
 

テーマ 

■主催/雲南市文化体育施設利用放課後子ども教室実行委員会 ■共催/雲南市教育委員会   

■後援/島根県教育委員会、雲南市校長協議会、雲南市 PTA連合会、雲南市スポーツ少年団連絡協議会 

期日・会場 
 

 平成 21 年 ２月１１日（水・祝） 
９：００～１２：１５ 
＜ＡＭ８：３０開場＞ 

木次経済文化会館チェリヴァホール 
 （大会議室）  ◇ＪＲ木次駅前 

対  象 

児童･生徒の保護者及び教職員、地域コーディネーター                         

放課後子ども教室関係者(子どもの居場所づくり関係者) 

※その他、一般の皆様の参加もお待ちしています。 

 

申込について   ◆参加は無料です。 

裏面の申込欄に必要事項をご記入のうえ 2月 6日（金）までにお申し込みください。 

 

目  的 

  子どもを取巻く急速な環境変化の中で、特に家庭や地域の子育て機能と教育力の低下が問題視される

一方、放課後の子どもたちが安全で安心して過ごせる活動場所の確保を図ることが課題とされてきた。

すなわち、地域教育力の再生を求める声が高まってきた。 

 これを踏まえて、昨年度から文部科学省と厚生労働省が連携の下、地方公共団体が事業主体となって、

総合的な放課後対策として「放課後子どもプラン推進事業」をスタートさせ、全国一斉に展開すること

となった。 

  当雲南市においては、行政を主体に「雲南市放課後子どもプラン」を開設し、子どもたちが健やかに

育つ環境づくりを家庭・学校・地域が一体となって進めている。 

  また、昨年度から文部科学省の調査・研究モデル事業としてスタートした「市内文化体育施設利用「う

んなん元気っ子わくわく教室」は、週末・長期休業を利用した放課後子ども教室として活動している。 

  こうした中で、〔平日型〕放課後子ども教室と〔週末型〕放課後子ども教室の取り組んできた事業の

事例を検証しながら、成果と課題について考え、今後の放課後子ども教室の展開と方向性を探ってみる

目的でシンポジウムを開催するものです。 
 

講 師 

清 國 祐 二 氏（香川大学生涯学習教育研究センター長・教授） 

大分県国東市生まれ。広島大学教育学部教育科卒。平成 2 年から 2 年間、大分県立別府青山高等学校で

英語教諭をされた後、島根大学教育学部で社会教育学を 9 年間教える。その後、英語ランカスター大学客

員研究員、香川大学生涯学習研究センター助教授を経て、教授となり、現在は同センターの所長を併任さ

れている。 
 

 

 

 

2 月 6 日(金)から 2 月 11 日(水)

まで、チェリヴァホール１階ロビーに

て、うんなん元気っ子わくわく教室

の活動写真や教室で制作した作品

などの展示を行います。 

ぜひご覧になってください。 

お楽しみに！！！ 
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（１）基調講演     講師 ： 清國 祐二 氏 

演題 ：「放課後子ども教室に求められること」 

（２）事例発表     事例１「土・日・休日の放課後子ども教室の取組みについて」 

事例２「地域の特色を生かした放課後子ども教室」 

（３）インタビューダイアローグ 

             テーマ 「平日型と休日型放課後子ども教室の役割と連携」 

［コーディネーター]          雲南市教育委員会教育長 

［アドバイザー]         清國 祐二 氏（香川大学生涯学習研究センター長・教授） 

［登 壇 者]           雲南市学校支援地域本部統括コーディネーター 

田井っ子広場事務局 

雲南市ＰＴＡ連合会会長 

◆インタビューダイアローグとは・・・ 

コーディネーターからのテーマ性を持った問いかけをきっかけに登壇者と参加者との 

意見交換や質疑応答を行いそのテーマについて考えるディスカッションの方法です。 

 

ＦＡＸ申込欄 

総合的な放課後子どもプラン推進シンポジウム 出席申込書 
 

〈申込締切は２月９日（月）です。  必要事項をご記入のうえチェリヴァホールまで FAX、郵送

あるいは同様の内容をお電話にてお申し込みください。〉 

 

【お問合せ・申込先】 

 木次経済文化会館チェリヴァホール（住所：〒699‐1311 雲南市木次町里方 55） 

〔ＦＡＸ：0854－42－1251  ＴＥＬ：0854－42－1155 〕 

市町村名 

関係機関名 

 

申し込み担当者 氏名              電話 

 

 

 

 

参 加 者 

 

 

氏 名 所 属 備 考 

   

   

   

   

   

日程及び内容 

8:30  9:00   9:15           10:15         10:45  10:55                          12:15 

受

付 

開会

行事 
基調講演 
（60分） 

事例発表 
（30分） 

休 

憩 
インタビューダイアローグ 

（80分） 
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②基調講演要旨 

香川大学生涯学習教育研究センター長・教授 清國 祐二 氏 
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③事例報告要旨 

ⅰ）実行委員会 原 恵介 氏 
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ⅱ）田井っ子広場事務局 品川 宣子 氏 
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